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若者世代・子育て世代の「結婚・出産・子育て・しごと」 

に対する意識とニーズ 
 

 ○当市では、本ビジョンの策定に当たり、若者世代や子育て世代の「結婚」「出産」「子育て」「しご

と」の現状や希望、課題を把握・分析するため、「若者世代・子育て世代の市民アンケート調査」

を実施しました。以下では、その結果の概要を示します。 

【調査の概要】 

〇調査名 

若者世代・子育て世代の市民アンケート調査（実施主体：上越市） 

〇調査目的 

若者世代や子育て世代の「結婚」「出産」「子育て」「しごと」の現状や希望、

課題を把握・分析し、地方創生の取組や今後の市政運営にいかしていくための

基礎資料とする。 

〇調査対象 

上越市内に在住する満 20 歳以上 40 歳未満の男女 3,000 人 

（平成 27 年6 月 5 日現在） 

〇調査方法 

郵送配布・郵送回収 

〇回答期間 

平成 27 年 6月 15 日（月）～7月 6 日（月） 

〇回収数 

993（回収率 33.1％） 
 

＜調査結果の概要＞ 

１ 結婚について 

（1）結婚に対する意向（対象：未婚者） 

〇「すぐにでも結婚したい」、「２～３年以内に結婚したい」、「いずれは結婚したい」を合わせた、結

婚の意欲を持っている人の割合は 88.1％で、全国的な調査結果の 77.7％を上回っています。 

〇「すぐにでも結婚したい」と考えている人の割合は、全国よりも多くなっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

※全国は、「平成 26 年度結婚・家族形成に関する調査」（内閣府）によるデータ 

【図表 資-12 結婚に対する意向（上越市）】 

 すぐにでも結婚し

たい
15.9%

２～３年以内に結

婚したい
24.6%

いずれは結婚し

たい
47.6%

結婚するつもり

はない
10.1%

無回答
1.9% すぐにでも結婚し

たい
9.2%

２～３年以内に結

婚したい
21.5%

いずれは結婚し

たい
47.0%

結婚するつもり

はない
7.0%

わからない
15.0%

無回答
0.3%

【図表 資-13 結婚に対する意向（全国）】 
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（2）現在結婚していない理由（対象：未婚者） 

〇全国的な傾向と同様に、「適当な相手にめぐりあっていないから」が突出して多く、次いで「自由や

気楽さを失いたくないから」、「結婚後の生活資金が足りないと思うから」が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全国・内閣府は「平成 26 年度結婚・家族形成に関する調査」によるデータ 

  

56.6%

28.6%

27.0%

27.0%

13.5%

21.7%

14.6%

15.6%

10.8%

13.0%

6.6%

1.3%

13.8%

3.7%

適当な相手にめぐりあっていないから

自由や気楽さを失いたくないから

結婚資金が足りないから

結婚後の生活資金が足りないと思うから

必要性を感じないから

趣味や娯楽を楽しみたいから

仕事（学業）に打ち込みたいから

異性とうまくつきあえないから

まだ若すぎるから

仕事が忙しすぎるから

住宅のめどがたたないから

親や周囲が同意しないから

その他

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

【図表 資-14 結婚していない理由（上越市）】 

 

【図表 資-15 結婚していない理由（全国）】 

 

54.3%

27.2%

26.9%

17.4%

17.0%

18.5%

23.7%

18.3%

24.2%

12.4%

10.4%

3.3%

2.0%

10.0%

7.1%

1.0%

適当な相手にめぐりあっていないから

自由や気楽さを失いたくないから

結婚後の生活資金が足りないと思うから

雇用が安定していないから

結婚の必要性を感じないから

結婚資金が足りないから

趣味や娯楽を楽しみたいから

異性とうまくつきあえないから

まだ若すぎるから

仕事が忙しすぎるから

仕事を優先したいから

住宅のめどがたたないから

親や周囲が同意しないから

結婚するつもりはないから

その他

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%
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 【参考：結婚していない理由の年代別比較】 

 〇「まだ若すぎるから」、「仕事（学業）に打ち込みたいから」、「趣味や娯楽を楽しみたいから」は、

20 代が 30 代よりも特に多く、「適当な相手にめぐりあっていないから」と「仕事が忙しすぎる

から」は、30 代が 20 代よりも特に多くなっています。 

 

 

 

 

  

52.7%

28.3%

30.1%

30.1%

12.8%

26.1%

20.8%

15.9%

17.7%

9.3%

4.4%

1.3%

11.1%

62.3%

29.1%

22.5%

22.5%

14.6%

15.2%

5.3%

15.2%

0.7%

18.5%

9.9%

1.3%

17.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

適当な相手にめぐりあっていないから

自由や気楽さを失いたくないから

結婚資金が足りないから

結婚後の生活資金が足りないと思うから

必要性を感じないから

趣味や娯楽を楽しみたいから

仕事（学業）に打ち込みたいから

異性とうまくつきあえないから

まだ若すぎるから

仕事が忙しすぎるから

住宅のめどがたたないから

親や周囲が同意しないから

その他

結婚していない20代 n=226

結婚していない30代 n=151

【図表 資-16 年代別にみた結婚していない理由（上越市）】 
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（3）将来結婚生活を送るとした場合に不安に思うこと 

○「経済的に十分な生活ができるかどうか」が特に多く、次いで「配偶者の親族とのつきあい」、「配

偶者や自分の親の介護」が多くなっています。全国的な調査結果と比較すると、当市では、「配偶

者の親族とのつきあい」、「自分の自由時間がとれなくなる」、「出産・子育て」が特に少なくなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全国は、「平成 26 年度結婚・家族形成に関する調査」（内閣府）によるデータ 

（4）行政や民間団体に求める結婚支援の取組 

○「経済支援・結婚祝い」と「出会いの場づくり」が特に多くなっています。 

 

 

  

【図表 資-17 将来結婚生活を送るとした場合に不安に思うこと（上越市）】 

 

【図表 資-18 将来結婚生活を送るとした場合に不安に思うこと（全国）】 

 

【図表 資-19 行政や民間団体に求める結婚支援の取組（上越市）】 

 
60.3%

46.3%

15.6%

14.3%

8.5%

4.8%

6.6%

経済支援・結婚祝い

出会いの場づくり

結婚に関する相談窓口

町内や職場など身近で結婚を

仲介する人を増やす取組

結婚に関する講座・セミナー

その他

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

26.5%

14.6%

36.8%

35.2%

56.1%

15.6%

13.5%

25.1%

26.7%

20.1%

18.0%

3.7%

6.6%

2.6%

2.1%

配偶者との関係の変化

配偶者との家事分担

配偶者の親族とのつきあい

配偶者や自分の親の介護

経済的に十分な生活ができるかどうか

今までの仕事が続けられるかどうか

雇用が安定していない

自分の自由時間が取れなくなる

出産・子育て

子どもの教育やしつけ

子どもを授かるかどうか

不安に思っていることはない

わからない

その他

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

57.1%

13.7%

46.6%

30.1%

56.5%

13.6%

23.0%

37.6%

33.4%

30.5%

22.6%

1.1%

4.0%

0.8%

配偶者と心が通わなくなる・不仲になること

配偶者との家事分担

配偶者の親族とのつきあい

配偶者や自分の親の介護

経済的に十分な生活ができるかどうか

今までの仕事が続けられるか

収入や仕事が安定しない

自分の自由時間が取れなくなる

出産・子育て

子どもの教育やしつけ

子どもが授かるか

その他

わからない

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%
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２ 出産・子育てについて 

（1）理想とする子どもの数と実際の予定 

○理想とする子どもの数の平均は 2.34 人で、実際に予定している子どもの数の平均は、1.93 人とな

っています。 

※本調査では、「5 人以上」の回答は「5 人」として計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：各種調査から計算した理想の子ども数】 

調査 総計 
男 女 

備考 
未婚 既婚 未婚 既婚 

上越市 
（若者世代・子育て世代

の市民アンケート） 
2.34 2.02 2.51 2.04 2.55 

・「5人以上」の回答は「5人」と

して計算 

国立社会保障・人口

問題研究所 
（第 14 回出生動向基本

調査） 

- 2.04 2.42 2.12 2.42 

・未婚の男女の値は 35歳未満を対

象 

・既婚の男女の値は 50歳未満の夫

婦を対象としており、男女で同

一の値 

内閣府（希望の子ども数） 

（平成 26 年度結婚・家

族形成に関する調査） 

2.2 1.9 2.4 2.0 2.3 
・「5人以上」の回答は「5人」と

して計算 

 

 

【参考：各種調査から計算した実際に予定している子ども数】 

 調査 全体 既婚 

上越市 

（若者世代・子育て世代の市民アンケート） 
1.93 2.14 

国立社会保障・人口問題研究所 

（第 14 回出生動向基本調査） 
- 2.07 

  

子どもはもたな

い

9.2%

１人

11.7%

２人

53.3%

３人

18.3%

４人

1.8%

５人以上

0.6%
無回答

5.1%

子どもはもたな

い

4.9%

１人

3.7%

２人

46.9%

３人

39.3%

４人

2.5%

５人以上

1.0%

無回答

1.6%

【図表 資-20 理想とする子どもの数（上越市）】 

 

【図表 資-21 実際に予定している子どもの数（上越市）】 
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（2）理想とする数の子どもを持つ上で障害になると感じていること（複数回答） 

○「子育てや教育にお金がかかりすぎる」が突出して多く、男女別にみると、女性は、「自分の仕事に

差し支える」、「子育ての心理的・肉体的な負担にたえられない」が男性よりも特に多くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※【全国】は、「第 14 回出生動向基本調査」（国立社会保障・人口問題研究所）によるデータ 

 

 【参考：男女別のクロス集計】  

 

 

  

82.9%

25.9%

16.9%

15.9%

15.3%

11.9%

11.1%

10.1%

7.5%

3.1%

5.1%

子育てや教育にお金がかかりすぎる

自分の仕事に差し支える

子育ての心理的・肉体的な負担に耐えられない

年齢を考慮すると身体的に困難

家が狭い

自分や夫婦の生活を大切にしたい

子どもがのびのびと育つ環境ではない

配偶者・パートナーの子育て・家事への協力が得られない

身体・健康上の理由

配偶者・パートナーが望まない

その他

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

【図表 資-22 理想とする数の子どもを持つ上での障害（上越市）】 

 

【図表 資-23 理想とする数の子どもを持つ上での障害（全国）】 

 

【図表 資-24 理想とする数の子どもを持つ上での障害の男女別比較（上越市）】 

 

60.4%

16.8%

17.4%

35.1%

8.3%

13.2%

5.6%

7.2%

10.9%

18.6%

7.4%

19.3%

子育てや教育にお金がかかりすぎるから

自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから

これ以上、育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから

高年齢で生むのはいやだから

一番末の子が夫の定年退職までには成人してほしいから

家が狭いから

自分や夫婦の生活を大切にしたいから

子どもがのびのび育つ社会環境ではないから

夫の家事・育児への協力が得られないから

健康上の理由から

夫が望まないから

欲しいけれどもできないから

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

84.0%

14.4%

11.8%

13.4%

14.7%

13.1%

11.2%

2.9%

5.1%

1.9%

4.5%

82.4%

32.8%

20.1%

17.3%

15.5%

10.9%

11.1%

14.5%

8.8%

3.9%

5.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

子育てや教育にお金がかかりすぎる

自分の仕事に差し支える

子育ての心理的・肉体的な負担に耐えられない

年齢を考慮すると身体的に困難

家が狭い

自分や夫婦の生活を大切にしたい

子どもがのびのびと育つ環境ではない

配偶者・パートナーの子育て・家事への協力が得られない

身体・健康上の理由

配偶者・パートナーが望まない

その他

男性 n=374

女性 n=613
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（3）仕事と子育てを両立する上で大変だと感じること 

○「子どもにかかわる行事が多く、仕事を休まなければならない」、「子どもの迎えの時刻に合わ

せて、仕事を切り上げなければならない」が多くなっています。 

 

 

 

（4）上越市が行っている子育て支援の取組に対する満足度（子どもがいる人の回答） 

○「満足している」と「やや満足している」を合わせた割合は 16.4％、「やや不満である」と「不

満である」を合わせた割合は 20.5％となっています。 

 

 

 

  

50.3%

50.1%

42.3%

38.2%

35.9%

31.4%

17.8%

8.7%

8.1%

3.7%

6.5%

2.8%

1.7%

子どもにかかわる行事が多く、

仕事を休まなければならない

子どもの迎えの時刻に合わせて、

仕事を切り上げなければならない

子供と接する時間が少ない

急な残業に対応できない

病気等の時に面倒をみる人がいない

睡眠時間が短くなり、身体的につらい

職場の理解が得られない

条件に見合う保育園・幼稚園などがみつからない

家事や子育てで家族の協力を得られない

子どものほかに面倒をみなければならない人がいる

特に大変だと感じることはない

その他

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

【図表 資-25 仕事と子育てを両立する上で大変だと感じること（上越市）】 

 

【図表 資-26 上越市が行っている子育て支援の取組に対する満足度（上越市）】 

 満足している
2.3%

やや満足

している
14.1%

どちらとも

いえない
59.6%

やや不満である
12.0%

不満である
8.6%

無回答
3.4%
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３ しごとについて 

（1）希望する就労の形態 

○「正規雇用者」の希望が最も多い一方で、それに次ぐ形態は、男性では「自営業」が、女性で

は「非正規雇用」が多くなっており、傾向に違いがみられます。 

 

 

 

【参考：男女別のクロス集計】 

 

 

 

  

自営業

4.6%

正規雇用者

71.0%

非正規雇用

15.0%

家内労働

3.5%

家事

2.6%

無職

1.1%

無回答

2.1%

8.0%

84.8%

0.8%

1.6%

0.5%

2.1%

2.1%

2.6%

62.6%

23.7%

4.7%

3.9%

0.5%

2.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

自営業

正規雇用

非正規雇用

家内労働

家事

無職

無回答

男性 女性

【図表 資-27 希望する就労の形態（上越市）】 

 

【図表 資-28 希望する就労の形態の男女別比較（上越市）】 
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（2）希望する職種 

○「公務（ほかに分類されるものを除く）」と「医療、福祉（介護サービス業を除く）」が多くな

っています。 

○男女別にみると男性では、「公務（ほかに分類されるものを除く）」や「製造業」が多く、女性

では、「医療、福祉（介護サービス業を除く）」が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図表資-30 は就業構造基本調査によるデータ（妙高市、糸魚川市を含む） 

 

【参考：男女別クロス集計】 

 

  

1.9%

9.9%

17.4%

5.1%

2.7%

1.9%

7.2%

8.0%

0.8%

23.8%

15.0%

0.8%

1.0%

1.3%

8.6%

1.0%

5.9%

1.3%

11.7%

23.8%

5.2%

14.4%

17.1%

4.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

農林漁業

建設業

製造業

運輸業・郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

生活関連サービス業、娯楽業

医療、福祉（介護サービス業を…

介護サービス業

公務（他に分類されるものを除く）

その他の職種

家事

男性 n=374

女性 n=613

【図表 資-29 希望する職種（上越市）】 

 

【図表 資-30 参考：平成 24 年 10 月 1 日現在

の職種別有業者数（上越地域）】 

 

【図表 資-31 性別と希望する職種の男女別比較（上越市）】 

 

農林漁業, 1.3%
建設業, 4.5%

製造業, 11.9%

運輸業・郵便

業, 2.5%

卸売業、小売

業, 4.6%

金融業、保険

業, 1.5%

生活関連サー

ビス業、娯楽

業, 10.1%

医療、福祉（介護

サービス業を除く）, 

17.8%

介護サービス

業, 3.5%

公務（他に分類

されるものを除

く）, 17.9%

その他の職種, 

16.4%

家事, 3.1%
無回答, 4.7% 農林漁業, 3.1%

建設業, 7.0%

製造業, 21.1%

運輸業・郵便

業, 7.0%

卸売業、小売

業, 19.3%

金融業、保険

業, 3.5%

生活関連サー

ビス業、娯楽

業, 4.4%

医療、福祉, 

15.8%

公務（他に分類

されるものを除

く）, 7.5%

その他, 11.4%
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（3）現在の「しごと」に対する満足度 

○「満足している」と「どちらかといえば満足している」を合わせた約６割の人が満足しており、

「不満である」と「どちらかといえば不満である」を合わせた約 3割の人が不満を感じていま

す。 

 

 

（4）現在の「しごと」に対する満足度の理由 

○「満足している」または「どちらかといえば満足している」と回答した人は、「希望する職種と

の一致」、「給料の水準」、「職場の雰囲気」が多くなっています。 

○一方、「不満である」または「どちらかといえば不満である」と回答した人は、「給料の水準」

が特に多く、次いで「職場の雰囲気」、「休暇制度の水準」が多くなっています。 

 

 

 

満足している, 

15.9%

どちらかといえ

ば満足している, 

45.9%

どちらかといえ

ば不満である, 

19.5%

不満である, 

10.0%

無回答, 8.7%

37.0%

32.6%

31.6%

24.1%

12.8%

24.3%

10.1%

19.4%

8.5%

14.8%

13.4%

3.8%

8.1%

13.6%

67.4%

33.9%

16.1%

11.2%

32.2%

13.6%

17.8%

5.4%

5.8%

1.2%

11.6%

6.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

希望する職種との一致

給料の水準

職場の雰囲気

自分の個性や能力との適正

経営の安定性

休暇制度の水準

趣味や家庭生活との両立

子育てとの両立

資格や技術の習得

職場の地理的条件

人や社会への貢献

その他

無回答

「満足している」または「どちらか

といえば満足している」 n=506

「不満である」または「どちらかと

いえば不満である」n=242

【図表 資-32 現在の「しごと」に対する満足度（上越市）】 

 

【図表 資-33 現在の「しごと」に対する満足度の理由（上越市）】 
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（5）行政や民間団体に望む「しごと」に関する取組 

○「職場環境や労働環境の改善」が特に多くなっています。 

 

 

 

  

職場環境や労働

環境の改善, 

44.6%

働く場の確保, 

20.4%

資格取得の

支援, 9.1%

起業への支援, 

3.1%

職業訓練, 1.2%

その他, 2.3%

無回答, 19.2%

【図表 資-34 行政や民間団体に望む「しごと」に関する取組（上越市）】 

 



 12  
 

４ 自由記述 

 ※自由記述では、様々なご意見を寄せられたため、それらのご意見を要素ごとに分類したもの

分野別に分類した結果を示します。 

 

（1）上越市の暮らしの中で、特に気に入っていること 

○自然や山、海などの「環境」について評価している意見が最も多くなっています。 

 

【項目別集計（各意見を要素ごとに分類したもの）】 

 

 

（2）若者・子育て世代にとって、上越市が住み良く、魅力的なまちになるために、今後、 

特に必要なこと 
 

○「健康・福祉」に関する意見が最も多く、その中でも、子どもが思い切り遊べる施設の整備や、

保育サービスのさらなる充実など、子育て支援に関する意見が多くなっています。 

 

【項目別集計（各意見を要素ごとに分類したもの）】 

 

 

防災・防犯 環境 健康・福祉 農林水産 産業・経済 教育・文化 都市基盤 行財政 住民参画 その他

20～24歳 2 26 6 1 23 6 16 0 0 5

25～29歳 2 46 6 5 27 7 25 0 0 16

30～34歳 7 58 20 7 38 14 32 0 0 21

35～39歳 7 72 18 9 38 14 34 0 0 17

市内出身でずっと
上越

6 56 10 7 34 8 26 0 0 11

市内出身で転出し
たが戻っている

6 95 16 7 56 13 48 0 0 26

市外出身 6 45 25 7 33 19 28 0 0 21

その他 0 6 0 0 3 0 5 0 0 0

結婚している 15 121 41 13 77 24 68 0 0 19

結婚していない 3 81 10 9 49 17 39 0 0 17

18 203 51 22 126 41 108 0 0 59

年
齢

上
越
市
と
の
か

か
わ
り

結
婚

全体

属性

属性 防災・防犯 環境 健康・福祉 農林水産 産業・経済 教育・文化 都市基盤 行財政 住民参画 その他

20～24歳 1 2 26 0 37 4 17 1 1 7

25～29歳 4 3 73 1 43 7 31 12 0 11

30～34歳 4 4 123 2 63 14 49 10 1 15

35～39歳 4 5 121 2 74 23 53 19 2 19

市内出身でずっと
上越

4 6 108 0 59 10 30 16 1 12

市内出身で転出し
たが戻っている

3 4 128 4 94 20 63 13 0 26

市外出身 5 3 100 1 53 15 53 13 3 13

その他 1 1 8 0 10 3 4 0 0 1

結婚している 8 8 269 4 125 31 93 28 3 28

結婚していない 5 5 75 1 92 17 57 14 1 24

13 14 345 5 217 48 150 42 4 52

年
齢

上
越
市
と
の
か

か
わ
り

結
婚

全体


